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人生の悲劇が潜む
ラフマニノフ作品

≪読響とは2000年の初共演以来、
たびたび共演を重ねています。読響は
どのようなオーケストラだと思います
か≫
　どの世界のオーケストラも人間と同
じことで、それぞれに独自の性格をも
っています。それぞれに違うのです。
人は出会ったときに、すぐにお互い好
意をもったり、嫌いになったりするこ
とがあります。オーケストラも、それ
と同じです。いわば『化学反応』のよ
うなものですね。読響と私の間でもそ
れが起きたのです。私は読響のメンバ

すいし、聴衆のみなさんも素晴らしい
ですね。

作品の意味を知る
ソリスト二人との共演

≪今回、共演するヴァイオリンのレテ
ィシア・モレノ、ピアノのニコライ・
ルガンスキーはマエストロご自身が指
名されました。知り合った経緯を教え
てください≫
　モレノと知り合ったのは8年前。以
来、何度も共演を重ねてきました。ル
ガンスキーとは、もう覚えていないく
らい、ずいぶん前のことです。私のオ
ーケストラと頻繁に共演しています。
海外で共演することもよくあります。
≪二人はどんな点で魅力的ですか≫
　彼らは何のために演奏するのかとい
うことを知っています。これはソリス
ト誰もが知っているとは限りません。
つまり二人は何を演奏するのか、なぜ
演奏するのか、その曲はなぜそう書い
てあるのか、結局、その作品の意味は
何なのかを、きちんとわきまえている
わけです。その意味で二人とも本物の
演奏家で、私は大好きです。
≪2018年はマエストロが80歳を
迎える記念の年です。芸術監督を務め
るサンクトペテルブルク・フィルの活
動はどのような予定でしょうか≫
　マリス・ヤンソンスがすでに何度か

ーに気に入ってもらっているようだ
し、私も彼らがとても好きです。みな
優れた音楽家たちで、常にいい演奏を
しようと心がけていますから。
≪この2月は、三つのプログラムで7
公演を指揮されます。10～12日の
東京、横浜公演でメインとなるラフマ
ニノフの交響曲第2番について、聴
きどころや特徴を教えてください≫
　私はもう自分が好きな作品しか指揮
しない年齢になっています。とりわけ
ラフマニノフの作品はどれも好きで
す。いや、ほとんどの作品が、と言っ
ておきましょうか。彼の音楽は、最も
ロシア的なものの一つで、常に美し
い。しかし、その美の背後には、悲劇

性が潜んでいます。それは彼の人生の
悲劇であり、またロシア的な性格によ
るものでもあります。
≪定期演奏会（16日）のメインでは、
レスピーギの交響詩〈ローマの松〉を
演奏されます。レスピーギへの思いを
聞かせてください≫
　レスピーギはとても興味深い作曲家
で、極めて色彩的で創意工夫に富んで
います。また、真のイタリア人である
点も私は気に入っています。
≪マエストロといえばロシアの作品が
得意なイメージがあります。レスピー
ギは珍しい演目のように思いますが≫
　私がよくロシアのクラシック作品を
演奏するのは、海外公演に頻繁に出か
けるからです。そこではロシアの楽曲
を演奏することが求められます。です
が、レスピーギやブラームスを演奏す
る機会があるときは、いつでも喜んで
演奏しますよ。
≪21日は大阪、22日は福岡での公
演です。マエストロが読響と大阪・福
岡で公演するのは初めてです。大阪と
福岡のお客様へメッセージをいただけ
ますか≫
　よろしくお伝えください！　私は大
阪にも福岡にも行ったことがありま
す。私のオーケストラと一緒に訪れた
ときのことを、まだ覚えてくれている
のではないかと思います。日本のコン
サートホールはどこもとても演奏しや

もう好きな作品しか
指揮しない年齢です
読売日本交響楽団の名誉指揮者ユーリ・テミルカー
ノフが2月、読響との公演に臨む。自ら率いるサン
クトペテルブルク・フィルハーモニー交響楽団のリ
ハーサルに現地で立ち合い、ロシアの巨匠に来日公
演に向けた抱負を聞いた。

（読売新聞モスクワ支局長　花田吉雄＝写真も）

名誉指揮者テミルカーノフ
来日直前インタビュー

ユーリ・テミルカーノフ　©読響
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私の誕生日に来演してくれています。
（80歳の記念イベントとしては）ガラ・
コンサートを開催することになりま
す。もっとも今回が初めてではないの
で、特に目新しいものはないでしょ
う。シーズン中に自分で祝うことはや
りません。
≪この11月にはサンクトペテルブル
ク・フィルとも来日される予定です。
記念すべき年に、二つのオーケストラ
を日本で指揮することについて思いを
お聞かせください≫
　私もメンバーも日本に来るときは大
喜びです。日本は驚くべき国だからで
す。我々にとって日本はいつ目にして
もあまりにも美しく魅力的です。公演
も日本的に、つまり理想的に組織・運
営されています。すべてが時間通り
で、すべてが練り上げられていて、ハ
プニングが起きません。日本での公演
は、ヨーロッパやアメリカに比べる
と、いつでもはるかに楽ですね。

国民にとって悲劇だった
ロシア革命の試練と反省

≪2017年11月にロシアは史上初
の社会主義国家を樹立した「ロシア革
命」から100年の節目を迎えました。
ご自身はロシア革命をどうとらえてい
ますか≫
　革命は歴史的事実です。うちの楽団

では、ロシア革命をテーマにしたコン
サート・シリーズも行っています。し
かし、私は、革命がロシアにとって幸
せだったとは思いません。この事実は
ロシアにとって悲劇だったと考えま
す。ソ連政権の歴史全体が示していま
すが、これは恐るべき時代で、ロシア
にとって大いなる試練でした。どうし
てこれを国民が乗り越えられたのか、
わからないぐらいです。ロシア人のも
つユーモア感覚が救いになったのかも
しれませんね。
　ドイツ人は、第2次大戦後に反省し
ましたが、我々はこの共産主義時代に
ついて反省していません。だから我々
は、どの方向に進むべきかをはっきり
わからずにいるのです。我々はまだ過
去に引きずられています。過去がどん
なものであったか解明せずには、今後
何をすべきかを決めることはできませ
ん。このことは特に強調したい。必ず
書いておいてくださいよ。

　ロシア第2の都市にあるサ
ンクトペテルブルク・フィル
ハーモニー大ホール。1942
年8月9日、ナチス・ドイツ
軍の包囲下で、ショスタコー
ヴィチの交響曲第7番〈レニングラ
ード〉が演奏された伝説の舞台だ。
　2017年9月23日、テミルカーノ
フは同フィルのシーズン初日公演を
翌日に控え、最終リハーサルに臨ん
でいた。曲はショスタコーヴィチの
ヴァイオリン協奏曲第1番。マエス
トロはジャケットをさっと脱ぎ、口
をぎゅっと閉じた。そして指揮棒を
持たずに、滑らせるように両手を動
かし始めた。
　その手さばきはバレエを舞ってい
るかのよう。演奏中、小さな声で指
示を出すが、それほど頻繁ではな
い。楽団員も巨匠の意図するところ
を瞬時にくみ取り、演奏に反映させ
る。楽曲はどんどんと進んでいく。
　リハーサル終了。マエストロはこ
の日、初めて顔を緩めた。楽団員に
向かって、「ありがとう」と一言、ね
ぎらいの言葉をかけた。ソリストか
らの記念撮影の求めにも気さくに応

じ、談笑したあと、ジャケットを肩
にかけながら満足そうな表情で舞台
を後にした。

❖

　リハーサル直後に行われたインタ
ビュー。マエストロはたばこをくゆ
らせ、エスプレッソをおいしそうに
飲みながら、リラックスした表情で
答えてくれた。
　読響の印象やラフマニノフの楽曲
への思いなど、答えの中には、含蓄
のある言葉が随所にちりばめられて
いた。とりわけ、強く印象に残った
のは「ロシア革命」についての考え
だった。マエストロは「待っていま
した」と言わんばかりに、身をのり
だすように率直に答えてくれた。
　マエストロが奏でるロシア音楽に
深みがあるのは、ロシアの歴史に真

しん

摯
し

に向き合おうとする姿勢が底流に
あるからかもしれないと、素直に思
った。

リラックスして取材に応じるマエストロ
張りつめた空気が流れる練習風景

バレエのように宙を舞う両手

テミルカーノフ×サンクトペテルブルク・フィル
リハーサル・ルポ
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　古い音源のものが多く、録音状態の
いいものはそんなに残っていないのだ
が、それでもその水際立ったタッチ、
「これ以外ありえない」という自然かつ
モダンな表現に引き込まれた。中でも、
今も名盤とされる、カラヤンと収録し
たシューマンのピアノ協奏曲は何度聴
いたか分からない。特に、第一楽章の
カデンツァ部分と第三楽章のラスト前
の転調部分は何度聴いても痺

しび

れる。
　自身もピアノの名手だったというシュ
ーマンだが、ピアノ協奏曲はこの一曲し
か残していない。ふと、何かの折りに、
ピアノ協奏曲の難易度ランクというのを
見ていたら、シューマンの協奏曲が最高
難度としてあるのに驚いた記憶がある。
　私はこの曲の譜面も持っているが、ざ
っと見た感じでは、そんなにめちゃくち
ゃ難しいという感じではない。少なく
とも、「こんなのどうやって指押さえる
の？」みたいなところはないし、メロ
ディーも素直で、ただ譜面通りに弾く

　子供の頃、引越が多かったので、四
歳からのべ五人の先生にピアノを習っ
た。その中で、唯一「ピアノを弾くの
が楽しい」と思わせてくれたK先生に
習ったのは小学校六年生の一年間だけ
だったが、引越する時に「僕のいちば
ん好きなピアニスト」と先生がくださ
ったレコードがディヌ・リパッティだ
った。長じて、もう一度リパッティを
聴くようになったのはずいぶんあと
で、OLとの兼業作家だった私が独立
して専業作家になり、1Kのアパート
から2DKのアパートに引越し、大き
なCDラックを購入してからのことだ
った。近所─といっても私鉄のひと
駅ほど歩いたところの商店街に小さな
クラシック専門のCDショップがあっ
て（新譜と中古を両方扱っている店で、
店主はほとんどを仕入れに出かけてい
るのか、週に三日しか営業していなか
った）、そこで何枚かリパッティのCD
を入手したのがきっかけだった。

だけであれば、あまり手の大きくない
私でも、しばらく練習すれば弾けそう
だ。これが他の名だたる協奏曲よりも
難しいとは、と首をひねった。しかし、
確かに「協奏曲」としての難易度とい
うのは、譜面の難しさには比例しない
し、ましてや上手な人が弾いていれば、
難しい曲も簡単に聴こえるのが常であ
る。そして、確かにシューマンの協奏
曲の難易度が高いということを思い知
らされたコンサートがあったのである。
　年の瀬の帰省前。実は生でシューマ
ンのピアノ協奏曲を聴くのは初めてだ
った。新進気鋭の某国のピアニストで、
何度も来日していて、ここ数年は複数
のピアノ協奏曲を演奏するというのが
恒例になっていたらしい。ホールは都
内の一流どころだし、今年のライブ聴
き納めととても楽しみにしていた。
　第一部の協奏曲はベートーヴェンの
〈皇帝〉。こちらは余裕綽

しゃく

綽
しゃく

で実に素
晴らしい弾きっぷり。さすが若手ホー
プ、と気持ちよく聴いて第二部のシュー
マンをわくわくしながら待った。しか
し、スタートしてすぐに、「？」と思っ
た。〈皇帝〉よりも全然音が小さいのだ。
やがて分かった。明らかに練習不足で
あると。恐らく、彼ほどの才能なら、曲
そのものをさらって暗譜するのはそん
なに時間が掛からなかっただろうから、
このくらいで大丈夫、と思ったに違い
ない。おまけに、オーケストラともあ

まり曲を合わせていなかったらしく、
本番で初めて、いかにこの曲をオーケ
ストラと共に引っ張っていくのが難し
いのかに気付いたのだ。特に第三楽章
は大部分が掛け合いで途切れなく、仕
切り直して合わせられるところがほと
んどないので、互いの音を聴かないと
合わせられないのだが、ピアニストに
自信がなく、どんどん音が小さくなっ
ていくので、オーケストラもピアニス
トの音を聴こうとつられていよいよ音
が小さくなっていく。止まってしまう
のではないかと非常にハラハラさせら
れ、なんとか終了。ピアニストと指揮
者が抱きあったのはどう見ても「止ま
らなくてよかった」という安

あん

堵
ど

であっ
た。私も安堵したものの、やがて猛然
と怒りが込み上げてきた。私のいちば
ん好きなピアノ協奏曲を練習不足で披
露するとは！　シューマン様に謝れ！　
拍手もせずに即座に席を立って帰った
のは、いまだにあの時だけである。

シューマン様に謝れ！
シューマン：ピアノ協奏曲 イ短調 Op.54

恩田 陸 ─③
Riku Onda

心に残るクラシック

©読売新聞社

リパッティ：シューマン／ピアノ協奏曲（カラヤン指揮）
ほか  ©WARNER CLASSICS
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≪2月は、読響名誉指揮者でロシア
の巨匠、テミルカーノフが来日しま
す。公演への期待と、ヴァイオリンの
魅力を合わせて教えてください≫
　同じく名誉指揮者のロジェストヴェ
ンスキーさんと昨年5月、ブルックナ
ーの交響曲第5番で共演しました。涙
した楽団員もいたほどで、作曲家とオ
ーケストラとの間の架け橋となって、
作曲当時に連れていってくれるような
気がしたのを鮮明に覚えています。テ
ミルカーノフさんもそういうマエスト
ロではないかとワクワクしています。
特に、ドヴォルザークの交響曲第9番
が、どんな〈新世界から〉になるのか
楽しみです。
　ヴァイオリンは、華やかで美しくな
ければいけません。イタリア・ポッジ
製の愛器と一体になり、艶

つや

のある音で
弾くことにこだわっています。
≪1986年生まれ。2002年日本ク
ラシックコンクール全国大会高校の部
最高位、03年全日本学生音楽コンク

ール高校の部1位などを受賞。桐朋
学園大学を卒業後、数々のオーケスト
ラのエキストラに出演し、昨年読響に
入団しました≫
　東京・世田谷でヴァイオリン教室を
開く母親の影響で、3歳からヴァイオ
リンを始めました。とにかく練習嫌い
で、2日に1度は厳しかった母親とけ
んかしていましたが、母の教室でアン
サンブルの楽しさも学んだことが、後
にオーケストラに入りたいと思う原動
力となったので感謝しています。中学
2年の時に、サン = サーンスの〈序奏
とロンド・カプリチオーソ〉と出会っ
てその奥深さに感銘し、やっと本腰を
入れるようになりました。自宅から近
かったこともあり、桐朋女子高校（音
楽科は共学）に進学。同級生に、ヴァ
イオリニスト・神尾真由子さんやチェ
リスト・宮田大さんなど「スター学生」
がたくさんいました。自分より実力が
上の人がいればいるほど、ヤル気がみ
なぎるタイプ。高校時代に周りの人か
らもたくさんのことを学び、結果もつ
いてきました。
　オーケストラの初エキストラが読
響。その風通しのいい雰囲気などに惹

ひ

かれ、どうしても読響に入団したく、
「空き」を待っていました。そして、

解」がないのが
音楽。逆に言う
と、音楽にはい
っぱい正解があ
るんです。「こ
うじゃないとダ
メ」というので
はなく、選択肢
が多いのが読響
だと感じていま
す。恋焦がれて
入った読響が、

思っていたそのままだったので、読響
の伝統を大切にしつつ時代と共に成長
していけるよう精進したいです。
≪昨年は入団、結婚と素晴らしい年で
した。そんな充実した中、今後の目標
は何でしょうか≫
　自分はまだ足りない所が多いと感じ
ています。例えば、しっかりと「楽譜
を読み込む」こと。自分では読み込ん
でリハーサルに臨んだつもりが、先輩
方の前ではまだまだです。全日本学生
音楽コンクールで１位となった時に新
聞記事になりましたが、そこで「スケ
ールの大きな音楽家になりたい」と話
しています。その気持ちは今でも変わ
りません。細かい所までできていて、
さらに視野が広い音楽家。オーケスト
ラで勉強を重ね、ソロや室内楽でも活
躍していきたい。また、下積みの長さ
も活

い

かしていきたいですね。

2016年に受けたオーディションで合
格。大学卒業から入団までの8年間、
国内外問わず様々な経験を積んできま
した。
≪そんな「恋人」の読響は、いかがで
すか≫
　読響の話になると、何時間あっても
足りません。オーケストラは長年一緒
にやっていると、どうしても慣れが出
てしまうものです。一方で、その都度
構成されるオーケストラ、例えば「サ
イトウ・キネン・オーケストラ」や「ル
ツェルン祝祭管弦楽団」は、「この時
にしかできない」といった緊張感があ
り、読響はそんな雰囲気も持っていま
す。また、仕事として演奏をただこな
しているのではなく、何かを見つけて
今を楽しもうという空気がある。だか
ら、皆が同じ方向を向いた時の爆発力
は凄

すご

いですよ。「不正解」はあるが、「正

スケールの大きな
音楽家になりたい

川口尭史
Takashi Kawaguchi

◎ヴァイオリン奏者

楽団員からのメッセージ

essage from playerM
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今後の公演案内

pcoming concert scheduleU
　3月10、11日の《マチネーシリーズ》では、ボストン響やフランス国立管
と関係を深めて欧米で注目を浴びる新鋭指揮者、謙＝デイヴィッド・マズア
が、2015年8月の《三大交響曲》以来2度目の来演を果たす。父親であるク
ルト・マズア（元読響名誉指揮者、15年死去）譲りのドイツ音楽で非凡な手
腕を発揮する。メンデルスゾーンのヴァイオリン協奏曲では、ニューヨー
ク・フィルなど名門との共演を重ねる名花シュタインバッハーが、銘器スト
ラディヴァリで優美なソロを奏でる。その艶やかな音色に期待が高まる。メ
インはシューマンの交響曲第3番〈ライン〉。雄大な川の流れを感じさせるメ
ロディーを伸びやかに歌わせるだろう。
　16日の《定期》には、先鋭的な舞台で高名なベルリン・コーミッシェ・オ
ーパーの音楽総監督を務め、欧州で頭角を現す俊英ナナシが初登場し、
R. シュトラウスの傑作〈ツァラトゥストラはかく語りき〉などを指揮する。
この曲は、R. シュトラウスがニーチェの同名の著作にインスピレーション
を得て作曲した傑作。導入部は映画『2001年宇宙の旅』でも使われており、
耳にした方も多いだろう。どんな熱いドラマを繰り広げてくれるのか、要注
目だ。前半はブゾーニのヴァイオリン協奏曲にブゾーニ版のモーツァルト

〈ドン・ジョヴァンニ〉序曲と、珍しい曲を取り上げる。ブゾーニはイタリア
で生まれ、ドイツを中心に活動した作曲家・ピアニストで、バッハ作品の校
訂・編曲を数多く行ったことでも知られる。往年の巨匠らが愛したヴァイオ
リン協奏曲を、フランス出身で人気の高い名手カプソンが弾く。
　20日の《名曲シリーズ》、21日の《みなとみらいホリデー名曲シリーズ》は
小林研一郎（読響特別客演指揮者）が、十

㋔

八
㋩

番
㋙

のベルリオーズ〈幻想交響曲〉
で完全燃焼。“炎のマエストロ”が、作曲者自身の恋愛体験に基づく半自伝
的な交響曲に熱い魂を注入し、聴衆を熱狂へと誘うだろう。また、前半のビ
ゼー〈アルルの女〉第2組曲では“メヌエット”“ファランドール”などおなじ
みの旋律を、濃厚な音色で響かせる。　 （文責：事務局） 

3 月 公演の聴きどころ

ヘンリク・ナナシ
©Gunnar Geller

俊英ナナシが R.シュトラウスの傑作で熱いドラマを生む！

モーツァルト（ブゾーニ編）：歌劇〈ドン・ジョヴァンニ〉序曲
ブゾーニ：ヴァイオリン協奏曲
R. シュトラウス：交響詩〈ツァラトゥストラはかく語りき〉
指揮：ヘンリク・ナナシ　ヴァイオリン：ルノー・カプソン

3/16（金）19：00 第576回 定期演奏会
サントリーホール

チャイコフスキー：弦楽セレナード
チャイコフスキー：交響曲 第5番
指揮：小林研一郎（特別客演指揮者）

小林研一郎
©読響

小林研一郎が得意のチャイコフスキーで渾身のタクト！

3 /3（土）15：00 第8回 パルテノン名曲シリーズ
パルテノン多摩大ホール

謙 = デイヴィッド・
マズア

©Beth Ross-Buckley

胸に迫る旋律。マズアが振る《ドイツ・ロマン派名曲選》

3/10（土）14：00 第205回 土曜マチネーシリーズ
東京芸術劇場コンサートホール

ウェーバー：歌劇〈オイリアンテ〉序曲
メンデルスゾーン：ヴァイオリン協奏曲
シューマン：交響曲 第3番〈ライン〉
指揮：謙 = デイヴィッド・マズア　ヴァイオリン：アラベラ・美歩・シュタインバッハー

3/11（日）14：00 第205回 日曜マチネーシリーズ
東京芸術劇場コンサートホール

ロッシーニ：歌劇〈セビリアの理髪師〉序曲
ビゼー：〈アルルの女〉第2組曲
ベルリオーズ：幻想交響曲
指揮：小林研一郎（特別客演指揮者）

3/21 14：00 第102回 みなとみらいホリデー名曲シリーズ
横浜みなとみらいホール

3/20（火）19：00 第610回 名曲シリーズ
サントリーホール 

小林研一郎
©読響

聴衆を熱狂へと誘う、“炎のマエストロ”の〈幻想交響曲〉

（　）水・祝

検索読響チケットＷＥＢ
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佐藤俊介

興奮のリズム！ カンブルランのベートーヴェン第7番

4 /7（土）14：00 第206回 土曜マチネーシリーズ
東京芸術劇場コンサートホール

ラモー：歌劇〈ダルダニュス〉組曲から
モーツァルト：ヴァイオリン協奏曲 第5番〈トルコ風〉
ベートーヴェン：交響曲 第7番
指揮：シルヴァン・カンブルラン（常任指揮者）　
ヴァイオリン：佐藤俊介

4 /8（日）14：00 第206回 日曜マチネーシリーズ
東京芸術劇場コンサートホール

アイヴズ：ニューイングランドの3つの場所
マーラー：交響曲 第9番
指揮：シルヴァン・カンブルラン（常任指揮者）

シルヴァン・
カンブルラン

©読響

常任ラスト・シーズンに贈る、マーラー晩年の傑作

4/20（金）19：00 第577回 定期演奏会
サントリーホール

長原幸太
©読響

“チーム長原”が繰り広げる二つの弦楽八重奏曲

《長原幸太リーダーによる室内楽》
メンデルスゾーン：弦楽八重奏曲  作品20
エネスコ：弦楽八重奏曲 作品7
ヴァイオリン：長原幸太（コンサートマスター） ほか

4 /9（月）19：30 第18回 読響アンサンブル・シリーズ
よみうり大手町ホール ※19：00からトーク

シルヴァン・
カンブルラン

佐藤俊介
©Gilles-Marie Zimmermann

カンブルランが振る〈くるみ割り人形〉＆〈春の祭典〉

4/13（金）19：00 第611回 名曲シリーズ
サントリーホール 

チャイコフスキー：バレエ音楽〈くるみ割り人形〉から
モーツァルト：クラリネット協奏曲
ドビュッシー：クラリネットと管弦楽のための第1狂詩曲
ストラヴィンスキー：春の祭典
指揮：シルヴァン・カンブルラン（常任指揮者）

クラリネット：ポール・メイエ

4/15（日）15：00 第9回 パルテノン名曲シリーズ
パルテノン多摩大ホール

4/14（土）14：00 第103回 みなとみらいホリデー名曲シリーズ
横浜みなとみらいホール

シルヴァン・
カンブルラン

©読響

ポール・メイエ
©Shin Yamagishi

河村尚子
©Hirofumi Isaka

〈不安の時代〉＆〈革命〉、20世紀の“魂の叫び”を聴く！

プロコフィエフ：アメリカ序曲
バーンスタイン：交響曲 第2番〈不安の時代〉
ショスタコーヴィチ：交響曲 第5番
指揮：イラン・ヴォルコフ　ピアノ：河村尚子

5/30（水）19：00 第578回 定期演奏会
サントリーホール

イラン・ヴォルコフ
©James Mollison

鬼才ヴォルコフが華麗に響かせる名曲〈展覧会の絵〉

ブラームス：大学祝典序曲
メンデルスゾーン：ヴァイオリン協奏曲
ムソルグスキー（ラヴェル編）：組曲〈展覧会の絵〉
指揮：イラン・ヴォルコフ　ヴァイオリン：クロエ・ハンスリップ

5/20（日）14：00 第104回 みなとみらいホリデー名曲シリーズ
横浜みなとみらいホール

お申し込み・
お問い合わせ

読響チケットセンター　0570-00-4
ヨ ミ

39
キョー

0（10：00～18：00／年中無休）
ホームページ・アドレス http://yomikyo.or.jp/

ヤデル・ビニャミーニ
©noraroitberg

ウィーン・フィルの女性コンマス、ダナイローヴァが共演

ロッシーニ：歌劇〈ウィリアム・テル〉序曲
グラズノフ：ヴァイオリン協奏曲
チャイコフスキー：交響曲 第6番〈悲愴〉
指揮：ヤデル・ビニャミーニ　ヴァイオリン：アルベナ・ダナイローヴァ

5/15（火）19：00 第612回 名曲シリーズ
サントリーホール 

新鋭ショハキモフが振る《ラフマニノフ＆チャイコフスキー》

ムソルグスキー（リムスキー =コルサコフ編）：交響詩〈はげ山の一夜〉
ラフマニノフ：ピアノ協奏曲 第2番
チャイコフスキー：交響曲 第5番
指揮：アジス・ショハキモフ　ピアノ：ガブリエラ・モンテーロ

4/29 14：00 第207回 日曜マチネーシリーズ
東京芸術劇場コンサートホール

4/28（土）14：00 第207回 土曜マチネーシリーズ
東京芸術劇場コンサートホール

アジス・ショハキモフ
©Mischa Blank（　）日・祝
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■3/31（土）15：00　パルテノン多摩 大ホール
 指揮：大友直人
 ヴァイオリン：前橋汀子
メンデルスゾーン：ヴァイオリン協奏曲
スメタナ／連作交響詩〈わが祖国〉から“モルダウ”
ブラームス／大学祝典序曲 ほか

［料金］ 多摩市民 ¥3,000　一般 ¥4,800　高校生以下 ¥1,000
［お問い合わせ］ チケットパルテノン　042︲376︲8181（休館日を除く10：00 ～ 18：00）

多摩市民感謝コンサート

■3/29（木）11：30／13：30　東京芸術劇場
 指揮：円光寺雅彦
 ソプラノ：コロンえりか　バリトン：岡昭宏
 ナビゲーター：中井美穂
ブラームス／ハンガリー舞曲 第5番
ベートーヴェン／交響曲第5番〈運命〉から第1楽章
モーツァルト／歌劇〈フィガロの結婚〉から“もう飛ぶまいぞ、この蝶々” ほか

［料金］ S ¥3,500　A ¥2,500　こども（3才以上小学生まで）¥1,000
　※11：30開演…0才から入場できます。
　　　　　　　  2才児まで保護者のひざ上の場合は無料（ただし、保護者1名につき子ども1名まで）。
　　13：30開演…4才から入場できます。全て有料となります。

［お問い合わせ］ 東京芸術劇場ボックスオフィス　0570︲ 010︲296
　　　　　　（休館日を除く10：00 ～ 19：00）

読響＆芸劇　0才から聴こう！！  4才から聴こう！！
春休みオーケストラコンサート

■3/4（日）14：00　ウェスタ川越
　指揮：小林研一郎
チャイコフスキー／弦楽セレナード、交響曲 第5番

［料金］ S ¥6,000　A ¥4,000  （大学生以下 S ¥5,000　A ¥3,000）
［お問い合わせ］ ウェスタ川越　049︲249︲3777

読響チケットセンター　0570 ︲ 00 ︲4350
（大学生以下の取り扱いはウェスタ川越のみ）

ウェスタ川越特別演奏会

右ページの広告にて読響主催公演（土曜・日曜マチネーシリーズ）と同日開催の公演が掲載されています。

15：00　パルテノン多摩 大ホール完売
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2018－19シーズンの聴きどころ④

ighlights of 2018 -19 seasonH

　会場のフェスティバルホールは、関
西を代表する伝統ある殿堂。読響は例
年通り、3回のコンサートを開きます。

初回の6月には、首席
客演指揮者コルネリウ
ス・マイスターが満を
持して登場し、声楽を
ともなう壮大なマーラ

ーの交響曲第2番〈復活〉を披露しま
す。ウィーン仕込みのスマートなセン
スと、歌劇場で培われた劇的な表現力

の相まった力演に期待
が膨らみます。欧米で
活躍するソプラノのニ
コール・カベル、メゾ・
ソプラノのアン・ハレ
ンベリが気品ある美声
で歌い込み、国内随一
の実力を誇る新国立劇
場合唱団が圧倒的な迫
力で盛り上げます。

　9月の回を振るのはフランス出身の
新鋭指揮者、ジョセフ・バスティアン。
名門バイエルン放送響で2016年に代
役として鮮烈なデビューを飾って以

ブランデンブルク協奏曲第5番などを
演奏。後半では20世紀の名作である
バルトーク〈弦楽のためのディヴェル
ティメント〉を取り上げ、ハンガリー
民謡の野趣とモダンな作風が織りなす
音世界を描き尽くします。
　指揮者での活躍が目
立つ上岡敏之がピアニ
ストとして登場する
12月は、ピアノを中心
とした室内楽の名品を
お届けします。重厚かつ情熱的なブラ
ームスのピアノ四重奏曲第3番で幕を
開け、マーラー初期のピアノ四重奏曲
断章でロマンティックな雰囲気を表
出。ボロディンのピアノ五重奏曲では
ロシア国民楽派らしい民俗風のタッチ
を楽しませます。
　当季ラストの19年2
月は、読響コンサート
マスターの小森谷巧を
トップに、木管セクシ
ョンの腕利き奏者を加
えた一夜となります。軽妙な味わいに
富んだモーツァルトのオーボエ四重奏
曲ヘ長調に、さまざまな楽器が愉悦感
に満ちたアンサンブルを展開していく
シューベルトの八重奏曲と、古典派か
ら初期ロマン派のエッセンスを凝縮し
た聴きごたえのあるプログラムです。

　東京メトロ大手町駅に直結した「よ
みうり大手町ホール」で、読響の名プ
レイヤーたちが腕を振るう読響アンサ
ンブル・シリーズは、あっという間に
チケットが完売する人気企画です。わ
ずか501席の親密な空間で、ぜいたく
なひとときをお楽しみください。

　4月は、読響コンサ
ートマスターの長原幸
太がリーダーの室内楽
プロです。みずみずし
い情感にあふれたメロ

ディーが泉のように湧き出してくる傑
作、メンデルスゾーンの弦楽八重奏曲
と、民俗色ゆたかで現代的な要素も加
味されたエネスコの弦楽八重奏曲を並
べます。読響が誇る弦楽セクションの
厚みある威力が、存分に発揮されるこ
とでしょう。
　10月は、特別客演コンサートマスタ

ーの日下紗矢子が率い
る夕べです。ドイツで
は室内オーケストラの
リーダーを務めてお
り、卓越した統率力で
アンサンブルを引っ張
ります。前半は欧州で
活躍するスイス在住の
チェンバロ奏者、北谷
直樹を迎えてバッハの

読 響アンサンブル・シリーズ

　読響が2018︲19シーズンにお届けするコンサート、今月号では、大阪定期演奏

会と読響アンサンブル・シリーズのプログラムをご紹介します。

来、破竹の勢いで躍進
する逸材です。ラヴェ
ル〈ボレロ〉にドビュ
ッシー〈海〉など母国
フランスの名品を集め
ると共に、人気が高い
チャイコフスキーのヴ
ァイオリン協奏曲では、
チャイコフスキー国際
コンクール優勝の名手、
神尾真由子と共演します。
　そして最終回の19年1月には、昨年
末のベートーヴェン〈第九〉公演で評
価を高めたウィーン生
まれの俊英サッシャ・
ゲッツェルが、再び指
揮台に上ります。ドイ
ツ・オーストリア系の
名曲を並べたプログラムで直球勝負に
挑みます。メインはブラームスの交響
曲第1番。モーツァル
トのピアノ協奏曲第23
番ではジャズ界のスタ
ー、小曽根真が独奏を
務めます。

ニコール・カベル
 ©Devon Cass

アン・ハレンベリ
 ©Orjan Jakobsson

大阪 定 期演奏 会

コルネリウス・
マイスター ©読響

ジョセフ・バスティアン
 ©Astrid Ackermann

神尾真由子 ©Shion Isaka

サッシャ・ゲッツェル
 ©Özge Balkan

日下紗矢子 ©読響

長原幸太 ©読響

上岡敏之 ©武藤章

小森谷 巧 ©読響

小曽根真 ©篠山紀信 北谷直樹
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